
（令和4年度）

④-1 重心・医ケアワーキング（R2年度～）※「重心ワーキング」から名称変更（R4～）

・重症心身障がい児者および医療的ケア児に関すること

④-2 児童体制ワーキング（R2年度～）

・障がい児のライフステージを通じた支援に関すること
・障がい児のサービス利用計画作成に関すること
・障がい児通所支援事業所等のネットワークに関すること

④療育等支援班（H30年度～）

③精神障がい班（H31年度～）

②権利擁護班（H30年度～）

【相談支援連絡会の体制】

相談支援連絡会について

新
潟
市
障
が
い
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会

相
談
支
援
連
絡
会

・人材育成ビジョンによる研修に関すること
・計画相談支援事業所の状況把握と体制整備に関すること
・福祉サービス事業所等との連携に関すること
・その他、体制強化に関すること

・地域生活支援拠点等事業の周知、啓発
・地域生活支援拠点等事業の整備、拡充
・入所待機者に関すること
・支援困難ケースの各地域での支援拡充に関すること

・福祉サービス事業所等の精神障がい者への理解促進に関すること
・精神科病院等とのネットワークに関すること
・精神障がい者地域包括ケアシステムに関する協議の場との連携

・障がい者虐待防止に関すること
・成年後見にかかわる相談に関すること
・新潟市障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例に関すること
・障がい者の意思決定に関すること
・セルフアドボカシー（当事者権利擁護）に関すること

①相談支援体制強化班（H30年度～）

⑤地域生活支援拠点班（R2年度～）
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備考

相談員 久代 愛子

江南区健康福祉課障がい福祉係 山宮 直子

新潟市障がい者基幹相談支援センター秋葉 相談員 肥田野 淳平

小山 弓子

地域生活支援センターゆとりあ

東区健康福祉課障がい福祉係 寺尾 明大

横堀 弘美

志賀 あずさ

地域生活支援拠点班

新潟みずほ福祉会 海老 郁夫

新潟市障がい者基幹相談支援センター中央 相談員 引原 望武

新潟市障がい者基幹相談支援センター秋葉 相談員 杉山 貴則

新潟市障がい者基幹相談支援センター東 相談員 本田 康博

新潟太陽福祉会 細井 聡仁

障がい福祉課給付係 主査 白倉 実

ネクサスわかば 管理者 山﨑 直美

主査

療

育

等

支

援

班

重

心

・

医

ケ

ア

W

G

SOMPOケア新潟訪問看護 管理者/看護師 仲屋 里恵

障がい福祉課給付係 副主査 入山 涼

児

童

体

制

W

G

ララスマイル（放課後等デイサービス） 管理者 竹内 卓

北区健康福祉課障がい福祉係 主事 南場 未帆

NICU入院児支援コーディネーター 看護師 伊藤 綾

新潟県はまぐみ小児療育センター 療育支援室 主査 鎌田 美奈子

相談員

権利擁護班

新潟市成年後見支援センター 相談員兼後見専門員

精神障がい班

地域活動支援センターピース 渡邊 賢一

障がい福祉課管理係 祝 良平

新潟市障がい者基幹相談支援センター秋葉 相談員 橋川 鮎実

新潟市こころの健康センター 主査 飛澤 佐代子

相談員 丸山 幸代

新潟市地域包括支援センターあじかた

令和4年度 新潟市障がい者地域自立支援協議会相談支援連絡会名簿

所  属 職名・役職 氏 名

相談員 竹田 一光

省略（6名）

相談支援体制強化班

ワークセンターしらはす 佐藤 里香

新潟市障がい者基幹相談支援センター中央 相談員

相談支援連絡会

新潟県地域生活定着支援センター 本多 崇人

田宮 崇史

地域生活支援センターふらっと 相談支援専門員 鈴木 理恵

新潟市障がい者基幹相談支援センター東 相談員 伊藤 祐香

自立支援センターまんにち 相談支援専門員 加藤 ゆみ

障がい福祉課指定係 主事 山澤 紗季

相談支援専門員 鶴橋 義人

新潟市障がい者基幹相談支援センター中央 相談員 五十嵐 美幸

新潟市社会福祉協議会南区社会福祉協議会 コミュニティソーシャルワーカー 熨斗 綾香

新潟市障がい者基幹相談支援センター東 相談員 村上 晶子

浅妻 濃

相談員 竹田 一光

新潟市障がい者基幹相談支援センター中央 相談員

障がい福祉課管理係 障がい者虐待防止員 沖村 修

内山 貴之

新潟市障がい者基幹相談支援センター秋葉 相談員 山際 優子

相談員 山本 実紀

新潟市医師会 地域医療推進室 保健師 主査 細道 奈穂子

新潟市社会福祉協議会障がい者計画相談支援センター 笹岡 仁子

新潟市障がい者基幹相談支援センター秋葉 相談員 関川 敦子

貝沼 静江

新潟市立児童発達支援センターこころん 保育所等訪問支援員 笹崎 風子

新潟市障がい者基幹相談支援センター東 相談員 今田 靖久

相談支援センターこんぱす
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相談支援体制強化班

課　題

活動目標

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

6/13 7/15 8/25 9/26

〇第1回会議（6月13日）
・課題の共有及び今年度の活動方針を確認

〇第2回会議（7月15日）
・計画相談の質の向上について
・ベースアップ研修の内容を検討　　方法 各基幹C単位で集合研修で実施
・ステップアップ研修の内容を検討

〇第3回会議（8月25日）
・ベースアップ研修の内容を検討
　テーマ 見立て力UP　 真のニーズをひろおう 　　内容 アセスメントの着眼点とニーズ整理の方法について
・ステップアップ研修の内容を検討

〇第4回会議（9月26日）
・ベースアップ研修の資料・タイムスケジュールの確認
・ステップアップ研修の内容を検討　　令和4年12月9日（金）13:30 16:30　新潟市黒埼市民会館
　テーマ チームアプローチとは　　講師 大平　眞太郎　氏　（元厚生労働省相談支援専門官）

班員

・班⾧ 佐藤　里香　（ワークセンターしらはす）
・鈴木　理恵　（地域生活支援センターふらっと）
・加藤　ゆみ　 （自立支援センターまんにち）
・山宮　直子　（江南区障がい福祉係⾧）
・山澤　紗季　（障がい福祉課指定係）

・副班⾧ 伊藤　祐香　（基幹東）
・久代　愛子　（基幹西）
・田宮　崇史　（基幹中央）
・肥田野　淳平　（基幹秋葉）

第
4
回
会
議

活動実績

第
1
回
会
議

第
2
回
会
議

第
3
回
会
議

第
4
回
会
議

ベ
ー

ス
ア
ッ

プ

研
修
（

エ
リ
ア
毎
）

ス
テ
ッ

プ
ア
ッ

プ

研
修

第
5
回
会
議

令和４年度　新潟市障がい者地域自立支援協議会　相談支援連絡会
各班活動の実績

・相談支援体制の充実（人材育成・支援体制の振り返り）

・「新潟市の障がい者相談支援における人材育成ビジョン」に即した人材育成を目指す
・身近な地域で相談でき、課題解決できる地域の体制整備を目指す

活動計画

打
ち
合
わ
せ

第
1
回
会
議

第
2
回
会
議

第
3
回
会
議
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権利擁護班

課　題

活動目標

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

6/3 7/14 9/7

7/20 9/16

○北・東区障がい者虐待防止研修会（養護者虐待）（7月14日）※昨年度から通じて市内８区で同内容研修終了
・区虐待防止センター担当職員・基幹相談員・区内計画相談員の各々の虐待における役割確認・顔の見えるネットワーク形成
・今後は、養護者虐待対応のみならず、事業所従業者虐待対応力向上へも拡大し、取組みを推進していく

○各区虐待防止センター職員研修会（7月20日）
・４基幹センターエリア毎のグループワーク実施。現状の課題抽出と事務フローの見直しを整理
※区虐待防止センターの課題及び異動直後でも適切に対応できるシステム（各区対応の後方支援）の確認

○「意思決定支援・成年後見制度」基幹相談支援センターネットワーク研修会（9月16日）
※基幹相談支援センターのネットワーク研修会だが、市成年後見支援センターや行政職員と共に体制構築を図るため開催
（基幹＋市成年後見支援センター＋虐待防止相談員＋西区障がい福祉係＋給付係＝約20名）
・基調講演で、（一社）日本意思決定支援ネットワーク・（一社）SADO Act相談支援センターそらうみ管理者の本間奈美様より
　「意思決定支援を前提とした成年後見制度を進めるには 本人を置き去りにしないために 」と題して、「意思決定支援と言われる
　場面の多くは、本人のために課題を解決しなければならないと考えている他者、もしくは周囲からの発信により、本人が課題解決を
　迫られる状況である」こと等をご講演いただいた。
・各区での成年後見利用促進をどう進めるかについては、利用者を置き去りにすることがないよう、日常生活自立支援事業との棲み
　分けの課題を含め、実状を踏まえた現実的なスキームを模索していく必要がある事を確認。

班員

・班⾧ 斉藤　正秀（新潟市成年後見支援センター）　　　　　・副班⾧ 竹田　一光（基幹西）
・小山　弓子（地域包括支援センターあじかた）　　　　　　　　　・村上　晶子（基幹東）
・寺尾　明大（東区障がい福祉係⾧）　 　　　　　　　　    　　　・橋川　鮎実（基幹秋葉）
・祝　良平（障がい福祉課管理係⾧）　　　　　　　　　　　 　　　・志賀　あずさ（基幹中央）
・沖村　修（障がい福祉課管理係）

虐
待
防
止

研
修

（

北
・
東
）

虐
待
防
止
セ

ン
タ
ー

職
員

研
修
会

第
2
回

会
議

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク

研
修
会

活動実績

第
1
回
会
議

第
3
回
会
議

第
4
回
会
議

令和４年度　新潟市障がい者地域自立支援協議会　相談支援連絡会
各班活動の実績

・障がい者虐待防止
・意思決定支援・成年後見制度推進
・セルフアドボカシー支援
・障がい理解の啓発

・全区対応力の均一的発展の支援、警察との連携の模索、虐待防止ネットワーク会議の立上げ検討
・新潟市地域福祉計画に則った権利擁護支援地域連携ネットワーク構築
・地域ニーズに応じたセルフアドボカシー支援のためのキープセーフプログラム短縮版の継続開催
・障がい理解に向けた第1次3か年計画の策定とその1年目の実践

活動計画

第
1
回
会
議

市
虐
待
防
止

セ
ン
タ
ー

研
修
会

第
２
回
会
議
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精神障がい班

課　題

活動目標

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

7/7 9/12

〇第1回会議（7月7日）
・昨年度実施した「精神障がい者の地域生活支援の現状とニーズに関するアンケート調査」結果を踏まえ、
　ニーズに応じた活動を検討。
　①地域活動支援センター間の連絡会を開催し、関係機関との連携の手法や支援力の向上を目指す。
　②精神障がいの理解、対応について、研修会を実施し、地域の支援者のスキルアップを図る。
・こころの健康センターより、「精神障がい者の地域生活を考える会」の活動について情報共有。

〇第2回会議（9月12日）
・「精神障がい者の地域生活支援の現状とニーズに関するアンケート調査報告書（案）」の内容検討。
・「地活勉強会」（11月26日）の日程と内容の決定。
・「精神障がいへの対応に関する研修会」（12月26日予定）の内容について検討開始。
・こころの健康センターより、「精神障がい者の地域生活を考える会」の活動について情報共有。

班員

・班⾧ 渡邊　賢一（地域活動支援センターピース）　　　　　・副班⾧ 丸山　幸代（基幹西）
・横堀　弘美（地域生活支援センターゆとりあ）　　　　　　　 　・熨斗　綾香（南区社会福祉協議会）
・飛澤　佐代子（新潟市こころの健康センター）　　　　　　　 　・山際　優子（基幹秋葉）
※オブザーバー 志賀　あずさ（基幹中央）、村上　晶子（基幹東）

第
2
回
会
議

活動実績

第
1
回
会
議

令和４年度　新潟市障がい者地域自立支援協議会　相談支援連絡会
各班活動の実績

・ご本人やご家族が気軽に相談できる場所や身近な居場所、また、退院後や回復期の社会復帰の準備段階として、
　自分のペースで就労できる場所が求められている。
・支援者側は、精神障がい者やご家族への支援力の向上や支援者自身も相談できるところが必要と感じている。

・精神障がい者を支える地域の支援者の支援力の向上とネットワークづくり

活動計画

第
1
回
会
議

第
2
回
会
議

第
3
回
会
議

第
４
回
会
議

精
神
障
が
い
班
主
催

地
活
勉
強
会

第
５
回
会
議

精
神
障
が
い
へ
の

対
応
に
関
す
る
研
修
会

第
6
回
会
議
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　療育等支援班（重心・医ケアワーキング）

課　題

活動目標

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

6/13 7/22 8/23 9/26

〇第1回会議（6月13日）
・これまでの活動実績の報告。
・今年度の活動目標、活動計画について検討。
　
〇第2回会議（7月22日）
・研修会開催について検討、研修の目的について検討。
・研修内容は、地域の重心・医療的ケア児とその家族を地域で支えるための多職種連携について、事例を用いて報告。
・医療的ケア児にかかわる支援体制図（新潟市版）の確認と作成。

〇第3回会議（8月23日）
・研修会の事例の選定、開催日、開催方法について検討。
・放課後等デイサービスにおける医療連携体制加算の活用について報告。

〇第4回会議（9月26日）
・研修企画（案）をもとに詳細確認。（配信方法、事例概要、パネルディスカッション等について）

班員

・WG⾧ 浅妻　濃（西新潟中央病院）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　・副WG⾧ 関川　敦子（基幹秋葉）
・伊藤　綾（新潟大学医歯学総合病院）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・仲屋　里恵（SONPOケア新潟訪問看護）
・細道　奈穂子（新潟市医師会　在宅医療推進センター）   　　　　　　　　   ・鎌田　美奈子（はまぐみ小児療育センター）
・笹岡　仁子（新潟市社会福祉協議会障がい者計画相談支援センター）    ・五十嵐　美幸（基幹中央）
・入山　涼（障がい福祉課給付係）

第
4
回
会
議

活動実績

第
1
回
会
議

第
2
回
会
議

第
3
回
会
議

令和４年度　新潟市障がい者地域自立支援協議会　相談支援連絡会
各班活動の実績

・各支援機関（保健、医療、福祉、保育、教育等）の一層の連携推進
・重症心身障がい・医療的ケア児者及びその家族に対する支援の充実

・地域の支援者に向けて多職種連携の推進を発信することにより、重症心身障がい、医療的ケア児者及びその家族が安心して暮らせ
　る地域づくりを目指す。（退院後の地域支援体制、ライフステージに合わせた切れ目のない多職種連携、医療的ケア児等コーディネ
　ーターの活用など）
・医療的ケア児者の支援に対応できるサービス事業所（障がい児通所支援や短期入所等）の拡充に向けた取組みを検討する。

活動計画

第
1
回
会
議

第
2
回
会
議

第
3
回
会
議

第
4
回
会
議

医
療
的
ケ
ア
児

担
当
者
研
修
会

第
5
回
会
議
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療育等支援班（児童体制ワーキング）

課　題

活動目標

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

6/3 7/13 8/3 9/6 10/4

9/22

第
7
回
会
議

令和４年度　新潟市障がい者地域自立支援協議会　相談支援連絡会
各班活動の実績

・障がい児相談支援事業所のスキルにばらつきがある。（支援員の力量や感性が問われる。児童の発達への理解や家族への支援
　及び関わりを学ぶ機会がない。）
・関係機関との連携（早期発見、早期対応、療育支援）推進について。
・サービス管理責任者及び児童発達支援管理責任者の研修が１本化されたため、分野別での専門研修は今後地域に任されていく
　ことになる。

・障がい児相談支援事業所、障がい児通所支援事業所等向けの研修の企画、運営

活動計画

第
1
回
会
議

第
2
回
会
議

第
3
回
会
議

ベ
ー

シ
ッ

ク
研
修

講
師
と
の
打
合
せ

第
4
回
会
議

第
5
回
会
議

ス
テ
ッ

プ
ア
ッ

プ

研
修

第
6
回
会
議

○第1回会議（6月3日）
・令和3年度障がい児支援者向け研修会と障がい児支援サービス案内チラシの振り返り
・令和4年度の活動目標の設定

○第2回 第3回会議（7月13日、9月6日）
・令和4年度障がい児支援者向け研修会の内容を検討
　⇒ベーシック研修及びステップアップ研修の2つの研修会を開催することとし、内容を協議

○新潟市児童発達支援管理責任者向けベーシック研修（9月22日）
・講師 放課後等デイサービスわくわくクラブ（加茂市）捧 泰輔　氏
・内容 支援プロセスのブラッシュアップについて
・参加者 40名

班員

・WG⾧ 鶴橋　義人（相談支援センターこんぱす）　　　 ・副WG⾧ 貝沼　静江（基幹西）
・竹内　卓（放課後等デイサービス　ララスマイル）　　　　 　・今田　靖久（基幹東)
・笹崎　風子（新潟市立児童発達支援センター）　　 　　 ・南場　未帆（北区障がい福祉係）

第
3
回

会
議

ベ
ー

シ
ッ

ク

研
修

第
4
回
会
議

活動実績

第
1
回
会
議

第
2
回
会
議
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地域生活支援拠点班

課　題

活動目標

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

5/26 7/21 8/25 9/22

〇第1回会議（5月26日）
・昨年度の協議内容の確認

〇第2回会議（7月21日）
・各区での協議会活動の確認
・地域生活の継続に向けた相談対応における視点の例の活用

〇第1回連絡調整会議（8月25日）
・新潟市地域生活支援拠点等事業の実施状況を協定事業所間で確認

〇第3回会議（9月22日）
・強度行動障がい支援マネージャー（新潟市強度行動障がい者(児)支援者養成研修フォローアップ事業）の活用方法と確認

班員

・班⾧ 海老　郁夫（新潟みずほ福祉会）　　　　　・副班⾧ 本田　康博（基幹東）
・山崎　直美（中蒲原福祉会　ネクサスわかば）　　 ・引原　望武（基幹中央）
・細井　聡仁（新潟太陽福祉会）　　　　　　　　　　 ・杉山　貴則（基幹秋葉）
・内山　貴之（西区障がい福祉係）　　　　　　　　　 ・山本　実紀（基幹西）
・白倉　実（障がい福祉課給付係）

第
3
回
会
議

活動実績

第
1
回
会
議

第
2
回
会
議

第
1
回

連
絡
調
整
会
議

令和４年度　新潟市障がい者地域自立支援協議会　相談支援連絡会
各班活動の実績

・地域生活支援拠点等事業の整備。（認知度の向上・拡充・点検）
・入所者の地域移行及び重度化高齢化を見据えた地域の支援体制づくり。
・強度行動障がい等、特に支援困難を有する者の各地域における支援体制の拡充。

・地域生活支援拠点として考えられる機能の整理、調整や確認を行う。
・各区での自立支援協議会での協議状況の確認を行う。
・地域生活支援拠点事業所の連携強化として現状の確認、整理や調整を行う。（登録事業所連絡調整会議 2回/年)

活動計画

第
1
回
会
議

第
2
回
会
議

第
1
回

連
絡
調
整
会
議

第
3
回
会
議

第
4
回
会
議

第
2
回

連
絡
調
整
会
議

第
5
回
会
議
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